
●

●

●

●

●

●

大作曲家ベートーヴェン(1770～

1827)の死因はいまだ不明とされてい

るが，近年，その原因に迫る意欲的な

研究が行われている．

手がかりとなったのは「ベートーヴェンの遺髪」

だ．ベートーヴェンの死の翌日に切り取られた遺髪

は，さまざまな人の手をわたり，約170年後の1994

年にサザビーズ(ロンドンにある世界最大のオーク

ション会社)の競売にかけられた(遺髪の数奇な運命

については，『ベートーヴェンの遺髪』という有名

なノンフィクション作品がある)．

2人の研究家によって落札された遺髪からは，

DNA鑑定などで，通常の100倍もの鉛が検出され

たため，ベートーヴェンの死因としては，一躍鉛中

毒説が有力視されることとなった．しかし，なぜ鉛

中毒になったかは依然として不明である．鉛入りワ

イン愛飲説など諸説あるが，説得力不足の感があっ

た．

ところが昨年になって，ウィーン大学のライター

法医学部長は，レーザー光線を当てる方法で鉛が吸

収された時期を特定．当時肺炎に苦しんでいたベー

トーヴェンに処方された，鉛を含有した薬剤や腹水

を抜く際に使用された鉛入りクリームが，肝臓を壊

死させたという新説を発表し，注目を集めた．

治療があだとなったのであれば気の毒と言うしか

ないが，「無根拠で有害な治療が盲信されていた時

代のこと」と笑って済ませられるものではないだろ

う．医療水準とは常に変わっていくものであり，ま

た，治療とは必ず有害性を伴うものでもある．

抗菌薬の使用法をはじめ，治療の有害性を最小化

するための努力が，医師には求められているのだ

と，本特集を準備しながら，あらためて考えた．
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